
告

示

型
式
認
定
番
号

駆
動
補
助
機
付
自
転
車
の
名
称
及
び
型
式

認
定
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

交
Ｎ
1
0
`
1
0
Ｙ
Ｓ
`
1
1ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

Ｙ
Ｓ
1
1Ｅ
`
0
3

有
限
会
社
バ
イ
ク
技
術
研
究
所

東
京
都
八
王
子
市
大
塚
2
8
9
`
3
5

交
Ｎ
1
0
`
1
1
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

e
p
o
v
e
lo

Ｍ
`
1
0
0
0
0

大
栄
技
研
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
半
田
市
州
の
崎
町
２
`
1
0
8

交
Ｎ
1
0
`
1
2
ラ
ブ
Ｓ
Ｎ
Ａ
2
4

Ｆ
Ｚ
8
9Ｂ

ス
ズ
キ
株
式
会
社

静
岡
県
浜
松
市
南
区
高
塚
町
3
0
0番
地

交
Ｎ
1
0
`
1
3
ラ
ブ
Ｓ
Ｎ
Ａ
2
6

Ｆ
Ｚ
8
9Ａ

ス
ズ
キ
株
式
会
社

静
岡
県
浜
松
市
南
区
高
塚
町
3
0
0番
地

交
Ｎ
1
0
`
1
4
Ｎ
Ｄ
Ｒ
6
3
2

Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
6
3
2

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
サ
イ
ク
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社

大
阪
府
柏
原
市
片
山
町
1
3
`
1
3

平成™™年›月š—日 金曜日 第œš—›号官 報

第
六
条
第
五
項
第
一
号
中
「
第
一
項
第
一
号
」
の
下
に

「
及
び
第
三
号
」
を
、「
合
計
額
」
の
下
に「（
当
該
個
人
向

け
国
債
の
第
二
期
利
子
支
払
期
か
ら
第
三
期
利
子
支
払
期

前
ま
で
の
間
に
当
該
個
人
向
け
国
債
を
買
い
取
る
場
合
に

は
、
そ
の
額
か
ら
、
当
該
個
人
向
け
国
債
に
係
る
受
入
経

過
利
子
に
相
当
す
る
金
額
を
減
じ
て
得
た
額
）」を
加
え
、

同
項
第
二
号
中
「
合
計
額
」
の
下
に「（
当
該
個
人
向
け
国

債
の
第
四
期
利
子
支
払
期
か
ら
第
五
期
利
子
支
払
期
前
ま

で
の
間
に
当
該
個
人
向
け
国
債
を
買
い
取
る
場
合
に
は
、

そ
の
額
か
ら
、
当
該
個
人
向
け
国
債
に
係
る
受
入
経
過
利

子
に
相
当
す
る
金
額
を
減
じ
て
得
た
額
）」を
加
え
る
。

第
七
条
第
四
項
第
一
号
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
の

下
に
「
及
び
第
三
号
」
を
、「
合
計
額
」
の
下
に
「
か
ら
当

該
個
人
向
け
国
債
に
係
る
受
入
経
過
利
子
に
相
当
す
る
金

額
を
減
じ
て
得
た
額
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
合
計

額
」
の
下
に
「
か
ら
当
該
個
人
向
け
国
債
に
係
る
受
入
経

過
利
子
に
相
当
す
る
金
額
を
減
じ
て
得
た
額
」
を
加
え
、

同
項
第
三
号
中
「
金
額
」
の
下
に
「
か
ら
当
該
個
人
向
け

国
債
に
係
る
受
入
経
過
利
子
に
相
当
す
る
金
額
を
減
じ
て

得
た
額
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
協
力
型
臨
床
研
修
施
設
」
の
下
に

「
又
は
連
携
型
臨
床
研
修
施
設
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項

中
「
協
力
型
臨
床
研
修
施
設
」
の
下
に
「
又
は
連
携
型
臨

床
研
修
施
設
」
を
加
え
る
。

〇
財
務
省
令
第
三
十
六
号

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
の

支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
一
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
予
算

決
算
及
び
会
計
令（
昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
百
六
十
五
号
）

第
百
四
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
出
官
事
務
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
三
十
日財

務
大
臣

菅

人

支
出
官
事
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

支
出
官
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省
令
第
九
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五

号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と

し
、
第
九
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給

付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
三
十
七
号
）
に
基
づ

く
保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
及
び
給
付
遅
延
特
別

加
算
金

別
紙
四
号
書
式
の
備
考
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付

の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律

（
平
成
2
1年
法
律
第
3
7号
）
に
基
づ
く
保
険
給
付
遅
延

特
別
加
算
金
及
び
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
送
金
に
係

る
通
知
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、「
〇
〇
年
金
送
金
通

知
書
」
と
あ
る
の
は
「
〇
〇
加
算
金
送
金
通
知
書
」と
、

「
あ
な
た
の
年
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
あ
な
た
の
加
算

金
は
」
と
、「
年
金
の
種
類
」
と
あ
る
の
は
「
加
算
金
の

種
類
」
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
改
正
前
の
書

式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
い
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
十
三
号

道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
第
三
十
九
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

令
第
三
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
二
年
四
月
十
四
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
と
お
り
型
式
認
定
番
号

を
指
定
し
た
の
で
、
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の
型
式
認
定
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
十
九
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
三
十
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

中
井

洽

〇
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
十
四
号

道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
第
三
十
九
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

令
第
三
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
二
年
四
月
十
四
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
と
お
り
型
式
認
定
番
号

を
指
定
し
た
の
で
、
原
動
機
を
用
い
る
歩
行
補
助
車
等
の
型
式
認
定
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
十
九
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
三
十
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

中
井

洽

〇
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
八
号

歯
科
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第

十
六
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
歯
科
医
師
法
第
十
六
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
修
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

歯
科
医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

臨
床
研
修
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

歯
科
医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床

研
修
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
百

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
号
中
「
前
号
に
該
当
し
な
い
も
の
」
の
下

に「（
三
月
以
上
臨
床
研
修
を
行
う
も
の
に
限
る
。）」
を
加

え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

連
携
型
臨
床
研
修
施
設

他
の
施
設
と
共
同
し
て

臨
床
研
修
を
行
う
病
院
又
は
診
療
所
（
第
一
号
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
。）で
あ
っ
て
、
前
二
号
に
該
当

し
な
い
も
の

第
五
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
管
理
型
臨
床

研
修
施
設
及
び
協
力
型
臨
床
研
修
施
設
」
を
「
管
理
型
臨

床
研
修
施
設
、
協
力
型
臨
床
研
修
施
設
及
び
連
携
型
臨
床

研
修
施
設
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
協
力
型
臨
床
研

修
施
設
」
の
下
に
「
及
び
連
携
型
臨
床
研
修
施
設
」
を
加

え
る
。

第
七
条
第
二
項
第
四
号
中
「
管
理
型
臨
床
研
修
施
設
及

び
協
力
型
臨
床
研
修
施
設
」
を「
管
理
型
臨
床
研
修
施
設
、

協
力
型
臨
床
研
修
施
設
及
び
連
携
型
臨
床
研
修
施
設
」
に

改
め
る
。

第
八
条
第
二
項
、
第
九
条
第
三
項
、第
十
二
条
第
二
項
、

第
十
三
条
第
三
項
及
び
第
十
五
条
第
二
項
中
「
協
力
型
臨

床
研
修
施
設
」
の
下
に
「
及
び
連
携
型
臨
床
研
修
施
設
」

を
加
え
る
。

第
十
九
条
中
「
管
理
型
臨
床
研
修
施
設
又
は
協
力
型
臨

床
研
修
施
設
」
を
「
管
理
型
臨
床
研
修
施
設
、
協
力
型
臨

床
研
修
施
設
又
は
連
携
型
臨
床
研
修
施
設
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
二
十
三
年
度
に
開
始
す
る
臨
床
研
修
に
係
る
こ

の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
歯
科
医
師
法
第
十
六
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
修
に
関
す
る
省
令
（
次
項

に
お
い
て
「
新
省
令
」
と
い
う
。）第
四
条
第
一
項
（
第

五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
六
月

三
十
日
」
と
あ
る
の
は
、「
八
月
三
十
一
日
」
と
す
る
。

３

平
成
二
十
三
年
度
に
開
始
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

係
る
新
省
令
第
九
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
及
び
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
四
月
三
十
日
」と
あ
る
の
は
、

「
八
月
三
十
一
日
」
と
す
る
。
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